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尼崎市ひと咲きまち咲き推進部政策課



尼崎市⼈⼝ビジョンから⾒えること
⑴ 人口は40年間減少しているが収束しつつある
⑵ 少子化、高齢単身化が課題
社会減をとめるだけでは人口は増に転じない（自然増が鍵を握る）
単⾝⾼齢者が近隣市と⽐較して多い（住みやすいまち？）

⑶ とはいえ、ファミリー層の転出超過には理由があり、
その対策が必要
マナー、治安、教育、環境に対するイメージ・不安の払拭マナー、治安、教育、環境に対するイメージ・不安の払拭

総合戦略 ３つの基本目標
①ファミリー世帯の定住・転入を促進する

②経済の好循環と「しごと」の安定を目指す

③超高齢社会における安心な暮らしを確保する
1



日本の人口は？
2008年の1億3千万人をピークに減少
2060年には87百万人に
2110年には43百万人に
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10万人減

・昭和30（1955）年頃から急増、昭和45（1970）年ピーク（国勢調査）
・以降、減少が続き、40年間で約10万人（芦屋市とほぼ同じ）の減。
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H17年以降は⾃然減が⼈⼝減少に追討ち。
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低く推移

人口月報より

社会動態
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総人口の将来推計
・人口減少と少子化・高齢化は今後も進む
・平成52（2040）年に⼈⼝は34.1万人（△10万人（2010年⽐較））に、平成72
（2060）年に⼈⼝は25.1万人（△20万人（同））に。

30年で10万人減

40年で10万人減
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地区別人口の将来推計
・いずれの地区も微減傾向
・年齢が若いほど⼈数が少なくなる傾向が顕著。コミュニティの形成に懸念
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自然増減（出生者数ー死亡者数）
・2009年以降、死亡が出⽣を上回る。
・今後出生数は、団塊ジュニア世代が40歳代を迎え、⼤幅な減少が⾒込まれま
す。
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社会増減（転入者数ー転出者数）
・1960年台までは転⼊超過だったものが、1970年台には年間１万⼈にもおよ
ぶ大幅な社会減少が続いた。
・近年、減少幅は縮⼩しているものの、転出超過傾向が続く。
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・南部３地区は出生数が少なく、圧倒的に自然減
・北部は武庫、園⽥が⾃然増ながら⽴花はH23以降、減に転じた
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地区別社会増減（H17以降）
・中央・小田のみトータルで社会増。その他はすべて社会減。
・北部は転⼊・転出が南部に⽐べて多いが、⽴花は21のみ社会増、武庫は一環
して減少、園田は20、21は社会増。
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9,543

8,627

9,127

9,052

2,616

3,244

2,470

3,356
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378

333
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267 

2,457

1,485

2,418

1,641

1,664

904

1,696

1,008

442

410

586
466

369

235

495

273

転出H25

転入H25

転出H24

転入H24

15,490人

17,678人

過去3カ年の家族形態比較（人数）

1人世帯
（非ﾌｧﾐ
ﾘｰ）

2人世帯
（非ﾌｧﾐ
ﾘｰ）

3人世帯
（非ﾌｧﾐ
ﾘｰ）

その他
（非ﾌｧﾐ
ﾘｰ）

3人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）4人世帯（ﾌｧﾐﾘｰ）

2人世帯
（ﾌｧﾐﾘｰ）

その他
（ﾌｧﾐﾘｰ）

非ファミリー世帯 ファミリー世帯※

16,435人

17,320人H24

H25

転出

転入

転出

転入

9,467

9,300

2,652

3,610

330

468

203 

339 

2,592

1,560

1,588

952

508

452

464

206

14,000 12,000 10,000 8,000 6,000 4,000 2,000 0 2,000 4,000 6,000

転出H26

転入H26

11

16,887人

※ファミリー世帯…中学生以下のこどもがいる世帯

17,804人
H26

転出

転入

●最も移動が多い類型は単身者
2人世帯では転入＞転出（約千人）も、ファミリー
世帯では転出＞転入（約２千人）

（資料）尼崎市「住⺠基本台帳」から



 

300

600

900
（人）

年齢５歳階級別純移動数
・20歳代前半が⼤幅に転⼊超過、０〜４歳と30歳代が大幅に転出超過
・「⼦育て世帯」が⻄宮市や伊丹市などの近隣市に⼤幅に転出超過

転入超過

-900

-600

-300

0

０～４ ５～９ 10～1415～1920～2425～2930～3435～3940～4445～4950～5455～5960～6465～6970～7475～7980～8485～89 90～ 不詳

西宮市 伊丹市 神戸市 その他兵庫県 大阪市 豊中市

その他大阪府 その他関西圏 東京圏 その他 総数

（資料）総務省「住⺠基本台帳⼈⼝移動報告」

転出超過
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73.5

30.1

24.1

20.5

19.3

0% 50% 100%

治安・マナーが悪いから

自然や空気など環境面が悪いから

学校教育に不満があるから

親（族）と同居・近居したいが遠くに離れているか

ら

今の住宅に不満があるから

 
75.0

47.5

40.0

35.0

22.5

0% 50% 100%

治安・マナーが悪いから

学校教育に不満があるから

子育て支援に不満があるから

自然や空気など環境面が悪いから

今の住宅に不満があるから

市外に移りたい理由（市外に移りたいと回答した⼈の理由）

【転⼊・若年夫婦世帯】 【転入・子育てファミリー世帯】

・「治安・マナーが悪いから」が最も多い。若年夫婦は「⾃然や空気などの環
境」が、ファミリー世帯では「学校教育」がその次の理由にあがっている。

（※⺟数に注意）

18.1

10.8

10.8

8.4

7.2

7.2

6.0

6.0

4.8

3.6

3.6

10.8

子育て支援に不満があるから

土地・住居代、家賃が高いから

尼崎に住んで悪いことがあったから

保健・医療・福祉サービスが整っていないから

保育所・幼稚園・学校などの子ども同士の繋がり

がないから

普段の買い物が不便だから

市内に広さ、価格面で希望する住宅がないから

尼崎のことをよく知らないから

通勤・通学が不便だから

地域や保育所・幼稚園・学校などの活動を通じた

人間関係がないから

気軽に参加できる地域の行事がない・少ないから

その他 (n=83)

22.5

20.0

15.0

15.0

10.0

7.5

7.5

7.5

5.0

5.0

2.5

12.5

尼崎に住んで悪いことがあったから

保健・医療・福祉サービスが整っていないから

普段の買い物が不便だから

通勤・通学が不便だから

気軽に参加できる地域の行事がない・少ないから

土地・住居代、家賃が高いから

市内に広さ、価格面で希望する住宅がないから

地域や保育所・幼稚園・学校などの活動を通じた

人間関係がないから

保育所・幼稚園・学校などの子ども同士の繋がり

がないから

親（族）と同居・近居したいが遠くに離れているか

ら

尼崎のことをよく知らないから

その他 (n=40)
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⾼齢化の進⾏
・これまでの10年とこれからの10年を⾒ると⾼齢者の増え⽅が変わる。
・65〜74歳は2015年がピーク。75〜84歳は今後10年で1万人増。85歳以
上人口は今後10年で1.5倍のスピードで増加する。
（人）

（資料）創⽣本部研修資料・IIHOE［⼈と組織と地球のための国際研究所］川北秀⼈⽒作成14



単独世帯⽐率
・尼崎市は近隣他都市と⽐較して、単独世帯（⼀⼈暮らしの世帯）の⽐率
が⾼く、中でも男性の単独世帯の⽐率が⾼い。
 

32.9

36.9

40.4

32.1
29.2

30%

35%

40%

45%
単独世帯比率

男性単独世帯比率

高齢男性単独世帯比率

15

26.1

15.6
17.5

21.4

14.7

10.9
13.6

3.1 3.6 4.4
2.4 2.4 2.5

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

豊中市 神戸市 尼崎市 西宮市 芦屋市 伊丹市

（資料）総務省「国勢調査報告」



尼崎市人口ビジョン（H22国調データを補正）

45.4 44.5 
45

50

（万人）

このまま人口が推移した場合

45.4 
44.5 

45

50

（万人）
社会増減が止まった場合

45.4 
44.5 

45

50

（万人） 出⽣率が回復した場合

45.4 
44.5 

45

50

（万人）

ファミリー世帯の転出超過を抑制し、出⽣率
1.74が実現＋人口置換水準2.07達成

ファミリー世帯の転出超過抑制、出⽣率1.74→2.07達成

・本市の課題であるファミリー世帯の転出超過傾向を５年後に半減。
・平成42（2030）年に希望出⽣率1.74が実現し、平成52（2040）年に出⽣率が
人口置換水準である2.07に回復するケースをめざして、総合戦略を策定する。
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子どもの育ちに関
する総合的かつ切
れ目ない支援

産業振興条例に基づく
事業の再構築

⻑期実践型イン
ターンシップの
普及・啓発

ヘルスアップ尼崎戦略
事業の展開

介護予防・認知症予
防、ケア等の支えあ
いの仕組みづくり

若者・⼥性
の就労支援
サポート

学習する地域
（みんなの尼崎
大学）構想

就学前教育・保育
の基本的考え方の
構築

シチズンシップ
教育の推進

２１ ３ ４

ソーシャルビジ
ネスの振興

市⺠⼀⼈ひとりが活躍できるまちに向けて
「育ち」と「学び」を応援します

地域に
おいて

子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
充
実

学
校
・
社
会
教
育

と
人
材
育
成

安
心
し
て
働
け

る
場
の
創
出

市
民
と
と
も
に

取
り
組
む
健
康

寿
命
の
延
伸

シビックプライドの醸成

よりよい住環境の創出と都市機能の適正化

尼崎市環境モデル
都市の展開⽴地適正化計

画の策定 城内地区の歴史
的建築物を活か
したまちづくり

公共施設等総合
管理計画の策定

安全安心の取組
（ひったくり撲
滅・⾃転⾞対策）

シティプロ
モーションの
推進

５

６

大学跡地を活
かしたまちづ
くり

⾃治基本条例
の制定に向け
た取組
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